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質
問　

今
年
４
月
、
エ
コ
パ
ー

ク
で
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
昭

島
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
桜
の
苗
木

の
植
樹
が
100
本
に
な
り
、
記
念

式
典
が
行
わ
れ
た
。
植
樹
さ
れ

た
桜
の
木
は
、
開
花
時
期
が
異

な
る
15
種
類
に
及
び
、
桜
を
楽

し
め
る
時
間
も
長
く

な
る
こ
と
か
ら
、
昭

島
市
に
新
た
な
桜
の

名
所
が
で
き
た
と
確

信
し
て
い
る
。
①
昭

島
の
大
切
な
観
光
資

源
と
も
言
う
べ
き
100
本
桜
の
今

後
の
活
用
に
つ
い
て
、
考
え
方

は
。
②
エ
コ
パ
ー
ク
で
「
あ
き

し
ま
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
開
催

し
て
み
て
は
。

答
弁　

①
今
年
度
の
市
職
員
で

構
成
す
る
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
テ
ー
マ
の
一
つ
に
「
100

本
桜
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

多
く
の
職
員
の
発
想
等
を
活
か

し
な
が
ら
名
所
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、

昭
島
の
象
徴
の
一
つ
と
し
て
い

き
た
い
。
②
現
在
の
苗
木
が
成

長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木
が
花
を

十
分
咲
か
せ
る
時
期
を
一
定
の

目
安
と
し
、
ど
の
よ
う
な
開
催

形
態
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

教
員
の
心
身
の
健
康
維

持
、
子
ど
も
に
向
き
合
う
時
間

の
確
保
に
つ
な
が
る
教
員
の
働

き
方
改
革
を
さ
ら
に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

従
前
よ
り
教
員
の
働
き

方
改
革
を
進
め
て
い
る
が
、
ま

だ
ま
だ
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
教
員
の
心
身
の

健
康
保
持
の
実
現
と
、

誇
り
と
や
り
が
い
を

も
っ
て
職
務
に
従
事

で
き
る
環
境
の
整
備

が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

平
成
32
年
度
よ
り
全
面

実
施
さ
れ
る
小
学
校
の
新
学
習

指
導
要
領
に
よ
り
、
英
語
の
時

間
数
が
増
え
る
。
教
員
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

所
見
は
。

答
弁　

財
政
状
況
や
補
助
金
の

動
向
な
ど
も
注
視
す
る
中
で
、

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

質
問　

市
で
は
水
と
緑
の
基
本

計
画
を
策
定
し
、「
水
と
緑
と

人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す

る
ま
ち
」
を
将
来
都
市
像
と
し

て
い
る
が
、
①
昭
島
の
自
然
環

境
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
基
本
的
な
考

え
方
は
。
②
多
摩
川

を
活
用
し
、
子
ど
も

や
市
民
を
対
象
に
、

川
の
楽
し
さ
や
危
険

性
も
含
め
た
環
境
教

育
や
体
験
学
習
な
ど
を
行
う
考

え
は
。
③
よ
り
多
く
の
方
が
生

態
系
保
持
の
取
り
組
み
に
関
心

を
持
ち
、
行
動
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
、
民
間
団
体
が
行
っ

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
取
り
組
む
考
え
は
。

答
弁　

①
市
内
の
貴
重
な
水
と

緑
は
、
大
変
重
要
な
ま
ち
の
特

性
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
も
、
環
境
基
本
計
画
及
び

水
と
緑
の
基
本
計
画
に
沿
い
、

施
策
を
展
開
し
て
い
く
。
②
国

や
流
域
自
治
体
等
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
環
境
教
育
や
体

験
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す
る

事
業
展
開
を
検
討
し
て
い
く
。

③
生
態
系
保
持
の
た
め
の
新
た

な
取
り
組
み
は
、
大
変
意
義
あ

る
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
、
各

種
団
体
等
と
、
ど
の
よ
う
に
協

働
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

公
共
施
設
等
個
別
施
設

計
画
に
つ
い
て
、
①
施
設
の
面

積
縮
減
に
向
け
た
今
後
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。
②
担
当
者

を
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
育

成
す
る
観
点
で
、
任
期
を
10
年

程
度
と
し
、
計
画
を
具
体
的
に

推
進
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行

う
べ
き
で
は
。

答
弁　

①
施
設
類
型
の
特
性
を

踏
ま
え
る
中
で
、
短
期
目
標
期

間
に
取
り
組
む
施
設

に
つ
い
て
、
そ
の
方

向
性
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
専
門
的
な

知
見
を
用
い
な
が
ら

個
別
・
具
体
な
対
応

方
針
を
定
め
て
い
く
。
②
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
中
で
、
ま

ず
は
全
庁
縦
横
で
連
携
し
た
体

制
で
臨
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

Ｃ
Ｖ
―
22
オ
ス
プ
レ
イ

の
横
田
基
地
配
備
に
つ
い
て
、

①
配
備
前
倒
し
の
理
由
は
。
②

市
民
の
不
安
の
声
を
伝
え
、
再

考
や
白
紙
撤
回
を
求
め
る
べ
き
。

答
弁　

①
太
平
洋
地
域
に
お
け

る
安
全
保
障
上
の
懸
念
に
対
す

る
た
め
と
伺
っ
て
い
る
。
②
国

防
政
策
は
、
国
と
地
方
の
役
割

分
担
に
お
い
て
、
市
と
し
て
判

断
す
る
立
場
に
な
い

も
の
と
考
え
る
。

質
問　

重
大
事
故
を

発
生
さ
せ
る
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
降
下
訓
練
に

つ
い
て
、
横
田
基
地

で
の
訓
練
を
中
止
す
べ
き
。

答
弁　

事
故
の
再
発
防
止
は
も

と
よ
り
、
徹
底
し
た
安
全
対
策

や
基
地
外
へ
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
こ
と
な
ど
、
周
辺
市
町
と
も

連
携
し
て
要
請
を
重
ね
て
い
く
。

質
問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
減
免
解

除
の
撤
回
を
国
に
求
め
る
べ
き
。

答
弁　

引
き
続
き
国
の
責
任
に

お
い
て
対
象
世
帯
へ
の
丁
寧
な

説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
対
象

と
な
る
住
宅
防
音
工
事
の
早
期

実
施
及
び
基
地
に
起
因
す
る
受

信
障
害
の
万
全
な
対
策
が
図
ら

れ
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

質
問　

市
民
の
安
全
・
安
心
に

つ
い
て
、
①
青
梅
線
の
12
両
化

に
伴
う
工
事
の
安
全
対
策
は
。

②
拝
島
駅
南
口
及
び
松
原
町
四

丁
目
交
差
点
の
右
折
矢
印
信
号

設
置
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

①
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
、

交
通
整
理
員
の
常
時
配
置
等
の

対
策
を
依
頼
し
て
い
る
。
新
た

な
対
策
が
必
要
な
場
合
に
は
、

そ
の
都
度
協
議
し
、
安
全
対
策

に
万
全
を
期
し
て
も
ら
う
。
②

昨
年
度
、
交
差
点
を
含
む
周
辺

道
路
の
交
通
量
調
査

を
実
施
し
、
昭
島
警

察
署
へ
情
報
提
供
し

た
。
引
き
続
き
設
置

を
要
請
し
て
い
く
。

質
問　

松
原
町
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

対
し
、
改
修
等
対
応
が
必
要
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

施
設
や
設
備
の
維
持
更

新
に
つ
い
て
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
や
財
政
的
な
側
面
等
も
含
め
、

計
画
的
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

温
暖
化
、
自
然
破
壊
な

ど
、
地
球
環
境
の
悪
化
が
深
刻

化
し
て
い
る
中
、
21
世
紀
を
担

う
子
ど
も
達
へ
の
環
境
教
育
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教

育
）
が
注
目
さ
れ
て

い
る
中
、
小
中
学
校

で
の
環
境
教
育
に
つ

い
て
、
①
取
り
組
み
状
況
は
。

②
問
題
点
と
今
後
の
対
策
は
。

答
弁　

①
社
会
科
や
理
科
、
家

庭
科
等
の
各
教
科
や
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
環
境

教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
調
査

活
動
な
ど
も
行
い
な
が
ら
環
境

を
保
全
し
て
い
こ
う
と
す
る
態

度
を
育
成
し
て
い
る
。
②
各
学

校
の
環
境
教
育
の
見
直
し
が
課

題
で
あ
り
、
教
育
推
進
校
で
の

研
究
成
果
を
各
学
校
に
還
元
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
観
点
か
ら
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

教
育
活
動
を
通
じ
て
国

際
社
会
で
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
、
伝
統
・
文
化
や
歴
史
の

継
承
の
推
進
に
向
け
、
①
学
校

教
育
の
中
で
の
取
り
組
み
状
況

は
。
②
児
童
・
生
徒
が
積
極
的

に
地
域
の
お
祭
り
や
行
事
等
に

参
加
す
る
事
業
展
開
を
し
て
は
。

答
弁　

①
日
本
の
伝
統
・
文
化

に
つ
い
て
、
地
域
の
方
を
招
い

て
体
験
的
な
学
習
を
行
っ
て
い

る
。
②
お
互
い
に
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
を
基
盤
と
し
て
、

積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問　

が
ん
な
ど
の
病
気
は
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

で
あ
る
。
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費

の
補
助
に
つ
い
て
、
①
多
摩
26

市
の
状
況
は
。
②
補

助
金
交
付
の
検
討
を

し
て
は
。

答
弁　

①
13
市
に
お

い
て
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
を
対
象
と

し
た
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
の
補

助
を
実
施
し
て
い
る
が
、
制
度

の
内
容
は
各
市
で
異
な
る
。
②

現
在
実
施
し
て
い
る
脳
ド
ッ
ク

受
診
料
の
補
助
制
度
拡
充
も
含

め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

シャカシャカ！楽しいね
（2歳児すこやか教室）

 ﹇
長
崎
県
大
村
市
﹈

　

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

◇ 

参
加
者　

８
人
（
委
員
６
･

同
行
職
員
１・随
行
職
員
１
）

◇
費
用　

67
万
２
千
円

建
設
環
境
委
員
会

◇ 

視
察
日　

平
成
30
年
５
月
14

日
（
月
）
〜
16
日
（
水
）

◇
視
察
項
目

 ﹇
熊
本
県
熊
本
市
﹈

　

地
下
水
保
全
条
例
に
つ
い
て

 ﹇
熊
本
県
水
俣
市
﹈

　

環
境
モ
デ
ル
都
市
に
つ
い
て

 ﹇
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
﹈

　

 

か
ご
し
ま
環
境
未
来
館
に
つ

い
て

◇ 

参
加
者　

８
人
（
委
員
６
･

同
行
職
員
１・随
行
職
員
１
）

◇
費
用　

62
万
２
千
800
円

◇ 

視
察
日　

平
成
30
年
５
月
15

日
（
火
）
〜
17
日
（
木
）

◇
視
察
項
目

 ﹇
高
知
県
須
崎
市
﹈

　

 

移
住
・
定
住
・
空
き
家
対
策

に
つ
い
て

 ﹇
愛
媛
県
松
山
市
﹈

　

 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
に

つ
い
て

　

 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て

　

 

消
防
団
の
充
実
強
化
に
つ
い

て

　

 

若
者
の
投
票
率
向
上
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

◇ 

参
加
者　

９
人
（
委
員
６
･

同
行
職
員
２・随
行
職
員
１
）

◇
費
用　

68
万
１
千
210
円

厚
生
文
教
委
員
会

◇ 

視
察
日　

平
成
30
年
５
月
９

日
（
水
）
〜
11
日
（
金
）

◇
視
察
項
目

 ﹇
福
岡
県
春
日
市
﹈

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て

 ﹇
長
崎
県
佐
世
保
市
﹈

　

 

知
的
障
害
者
雇
用
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

行

政

視

察

報

告

総

務

委

員

会
　視覚障害のある方などに、市
議会の活動をよりよく知っていた
だくため、声の市議会だより・点字
市議会だよりを発行しています。
　ご希望の方は、議会事務局ま
でご連絡ください。

<電話 042-544-5111（代）   内線 2412>

ご利用ください
　声の市議会だより
　　点字市議会だより

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

髙
橋 　

誠  

議
員

環
境
教
育
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団	

赤
沼 

泰
雄  

議
員

水
と
緑
の
基
本
計
画
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団	

渡
辺 

純
也  

議
員

「
あ
き
し
ま
さ
く
ら
ま
つ
り
」

の
開
催
に
つ
い
て

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク	

青
山 

秀
雄  

議
員

危
険
な
Ｃ
Ｖ
―
22
オ
ス
プ
レ
イ
の

横
田
基
地
配
備
は
白
紙
撤
回
を


